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こ
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金
山

克
哉 

さ
ま
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ま
な
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富
山
〉 

37 
 

◇
研
究
論
文 

水
野

真
理
子 

小
寺
菊
子
の
死
生
観 

―
「
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者
」
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り 

39 
 

金
山

克
哉 

高
島
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集
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』
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一 
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説
「
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っ
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山
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子 

佐
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子
「
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」
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熊
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也 

黒
部
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ム
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め
ぐ
る
作
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群 

―
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村
昭
「
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」
と
「
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熱
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黒
部
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」 

99 
 

谷
川

拓
矢 

断
絶
と
和
解
の
円
環 

―
山
川
健
一
『
人
生
の
約
束
』
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菜
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０
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８
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お
祝
い
の
こ
と
ば 

高
志
の
国
文
学
館 

 

富
山
文
学
の
会
結
成
10
周
年
に
際
し
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し

あ
げ
ま
す
。 

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
研
究
会
や
講
演
会
、
読
書
会
等
の

開
催
、
会
報
「
群
峰
」
の
刊
行
な
ど
幅
広
い
活
動
を
通
し
、
富
山

ゆ
か
り
の
文
学
の
発
掘
、
調
査
と
発
信
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
10
年
の
た
ゆ
み
な
い
歩
み
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。 

当
館
は
、
富
山
県
ゆ
か
り
の
作
家
や
作
品
の
魅
力
を
幅
広
く
発

信
し
、
誰
も
が
気
軽
に
ふ
る
さ
と
文
学
に
親
し
み
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
施
設
と
し
て
平
成
24
年
７
月
に
開
館
し
、
こ
れ
ま
で
展
示
、

教
育
・
普
及
、
資
料
収
集
な
ど
の
取
組
み
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。 

こ
の
間
貴
会
の
皆
様
に
は
、
常
設
展
の
展
示
内
容
へ
の
ご
助
言

や
企
画
展
イ
ベ
ン
ト
、
文
学
講
座
の
講
師
な
ど
多
く
の
事
業
に
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

当
館
で
は
、
今
後
開
館
10
周
年
、
20
周
年
を
め
ざ
し
、
よ
り
多

く
の
幅
広
い
県
民
の
皆
様
に
文
学
等
に
親
し
み
学
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
魅
力
あ
る
展
示
、
教
育
・
普
及
活
動
、
貴
重
な
文
学
資

料
の
収
集
・
保
管
・
活
用
な
ど
に
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

富
山
文
学
の
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
当
館
の
事
業
推
進
に

格
別
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
貴
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。 
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特集　富山文学の会 10 周年




